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The purpose of this report is to describe出eco山田 designand the role of the 
]apanese language c1ass which has started出isy白 rin the Graduate School of 
Engineering at Fukui Univぽ'Sity. Qu回 tionn出reswere given to出eovers伺
students enrolled in the c1ass and a1so to their mentors. 
According to the results of the survey the class was aimed to focus on improving 
their reading capability. This is because studen匂 arerequired to read academic 
papぽswritten in ] apanese and a1so to discuss their researches including 
experimenta1 design and results in Japanese. By learning to read academic papers 
on science and technology correct1y， students can expand vocabularies and their 
ability to read Kanji. By answering and discussing problems related to出e
contents of various papぽs，studen臼 area1so given chances to listen to and speak 
]a伊nese.
KのTWords : Course Design， Fo陀ignGraduates， School of Engineering， 
]apanese Language Competence 
1 はじめに
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本報告は福井大学大学院工学研究科の留学生自身及びその受け入れ側の指導教官双方からの留学
生の日本語力に対するニーズをアンケート調査などにより分析し、本年度初開講である「工業日本
語特論演習Jに最適なコースデザインの作成を試みたものである.
指導教官に対するアンケート調査によると、大学院博士前期課程に在籍する留学生1に対する専門
留学生担当教官
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教育や指導はほとんど対日本人学生だけの場合と同様、つまり主に日本語で行われており、指導教
官は就学中における留学生の日本語力の心配はそれほどしていない。それに対し工学研究科留学生
に対する調査から、留学生自身は日本語力、特に読解力の不足に強い不安をいだいていることが判
明した。よって大学院留学生にとって唯一の日本語の授業「工業日本語特論演習J2では理科系、工
学系のあまり専門的細部にわたる論考でない日本語で書かれた論文を教材とし、正確かつ迅速に読
解する力を養うことを大目標においたコースデザインの作成が試みられた。留学生からは文法中心
の授業の要請が多いが、文法事項を羅列し、その習得のために時間をかけても言語伝達能力(実際
に言語を使える能力)は得られない(市)11995)。論文を読解するには文法事項、文型、文の結束
性(接続関係)などの理解が必然的に求められるうえ、語葉や漢字の確認、増加が同時に図られ、
その論文の朗読や口頭での質疑応答、デイスカッションなどを行うことにより、聞く能力、話す能力
も養成される。また要旨を書いたり確認問題の解答を筆答することにより作文力もつくことになる。
2 調査の方法
実態を知るため、以下のように留学生に対して2回のアンケートと 1回の日本語力テスト、工学
部教官に対して 1回のアンケート調査を実施した。それぞれの結果とその分析は次章で述べる。
調査 1)留学生のプロフィール調査
調査日 1 998年4月 13日--4月20日
対象者 「工業日本語特論演習j 受講者 (26人)および教育学部の日本語研究留学生と科
目等履修生(6人)
調査2)日本語力テスト実施
実施日 1 998年4月 13日--4月20日
対象者 1 )と同様
調査 3)授業に対する要望等アンケート調査
実施日 1 998年 6月 15日
対象者 「工業日本語特論演習J受講者 (28人)
調査の留学生(外国人学生)の指導・教育に関してのアンケート
実施日 1 998年 6月19日
対象者 工学部全教官(1 4 8人)、 該当個所回答数述べ69人
3 留学生の日本語力と留学生および指導教官のニーズ
1 )対象者別、技能別能力の正答率
1 在籍者数計 48人(1998/4/24/現在)
2 受講者数(聴講生も含む) 33人
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大学院工学研究科に在籍の受講者の26入、および教育学部の日本語研究留学生と科目等履修生
6人3に日本語能力試験2級程度4のテストを実施し、<表 1>に示すように技能別に正答率を出し
受講者の日本語の能力の実態を調査し分析した。
<表 1>各技能平均正当率(%)
λト寸空 漢字 語葉 文法事項 読解
工学研究科生 61.0 30.0 49.5 60.0 50.1 
教育学部生 86.5 80.0 72.5 71.4 77.6 
全対象者正答率 73.8 55.0 61.0 65.7 63.9 
福井大学工 68.8 56.3 51.3 57.1 58.6 
学部出身者
工学研究科生の
国費留学生 66.5 45.0 46.5 38.6 49.1 
(非漢字圏の学生 50.0 35.0 40.0 。 31.3) 
対象留学生全員の技能別平均正答率をみると語葉の正答率が最も低い (55%)が、これは工
学研究科留学生の正答率が極めて低い (30%)ためである。 4技能全てにおいて工学研究科留
学生と教育学部留学生との差が大きい。教育学部留学生は滞日の年数が短い(全員約6ヶ月)う
え83. 3 %が非漢字圏の出身者であるにも拘わらず、日本語あるいは日本文学関係を専攻する
留学生であるため日本語力は極めて高い。
福井大学工学部出身の留学生は学部入学時に日本語能力試験 1級の受験を経てきたうえ、 4年
間日本人学生同様に学部の単位をとってきた経験がある。語集力は大学院からの入学者との差が
大であるが、他の技能に関して有意な差はみられなかった。
工学研究科生においても国費留学生には非漢字聞の学生が多いが、このテストに参加したのは
たった 1人であった。他の国費留学生3人は日本語能力試験3級(漢字300字、語葉 1500 
語という初級修了程度)のレベルであるので、本テスト(2級修了程度の出題)には参加しなか
った。テストに参加した 1人の非漢字圏の留学生の正答率をみると読解力の不足が顕著である。。
これらの中級レベルに達していない留学生、特に非漢字圏の留学生に対しては別途コースデザイ
ンが必要である。
自国政府、文部省やその他奨学金を得て 1年の予定で留学し、福井大学(日本)滞在約6ヶ月の留学生(6人
のうち 5人は非漢字園出身者).
4 漢字 1000字程度、語葉6000語程度を習得し、一般的なことがらについて会話ができ、読み書きできる
能力(1994日本語能力猷験出題基準)
214 
2) 留学生のニーズ
調査 1)で習得漢字数を尋ねたところ、<表2>のように工学研究科留学生でも漢字園出身者
では平均で 1000字以上の漢字の意味がわかる者が72%、読める者が 58%、書ける者も 58%
に達する。非漢字圏の留学生 3人の平均では意味がわかる漢字数は 510字、読める漢字数は2
1 0字、書ける漢字数は 80字となっている。いかに非漢字圏の留学生にとって漢字が負担にな
っているかがわかる。
また漢字聞の留学生では意味がわかる漢字数が 2000字を超える者が45%もいるが、同数の
漢字を読める留学生はたった 22%と半数以下になる。読めなければそれを聞いてわかるはずは
ないし、書くことも不可能である。読む力をつけることの必要性が強調される。
<表2> 漢字の習得数 (漢字圏工学研究科留学生26人)
いそ空 意味がわかる 読める 書ける
2000字以上 45% 22% 32% 
1000-2000字 27 36 27 
500-1000字 14 14 9 
300-500字 9 18 22 
100-300字 4.5 9 9 
教材に対する希望を尋ねたところ<表3>のように読解中心の教材を望む者がほぼ50%を占
め、留学生自身読解力に対するニーズが高い。しかし自分の最も不足している能力は何かと尋ね
ると、<表4>のように作文力を挙げる者が半数以上になり聴解力を挙げる者もある。このよう
に留学生にはさまざまなニーズがあることがわかる。
<表3> 教材は何を主体にしたものを希望するか (漢字圏 21名、非漢字圏2名)
読解 作文 会話 聴解
漢字圏 47.6% 33.3% 19.0% 。
非漢字圏 50.0% 50.0% 。 。
215 
く表4> 最も不足している日本語力は何か (漢字圏 21名、非漢字圏2名)
読解 作文 会話 聴解
漢字圏 4.8% 52.3% 14.3% 28.6% 
非漢字圏 50.0% 50.0% 。 。
調査3)で専門分野の授業やゼミでの日本語力を 27人(漢字圏の 22人と非漢字圏の 5人)に
尋ねたところ、複数回答であるが
日本語に関する問題点は
ほとんどない。 2人 (7%) 
ノートが十分とれない。 13人(うち「ほとんど日本語でとるJ7人)
論文や教科書を読むのに困難を感じる。 19人(うち非漢字圏 5人)
実験のやり方や手順を理解できないことがある。 10人
という結果である。日本語について問題がほとんどないとする者はたった2人(7. 4 %)で他の
2 5人 (92.6%)は授業で日本語上の問題があるとしている。読むのに困難を感じている 19 
人(つまり 70%以上)に詳細を尋ねると、特に漢字の読み方、理解が困難 (12人)、また専門用
語の読み方、理解が困難 (11人)であるとしている.実験のやり法や手順が理解できないことが
あるとする留学生も 10人 (37%)いる。読む力と聞く力が十分でないことの現われである。
学位論文の言語は
日本語で書く予定 17人 (63.0%)
英語で書く予定
未定
3人 (11.1%)
7人 (25.9)
としている。日本語を読むのに困難を感じるのに論文を日本語で書く留学生が多数いることになる。
3)指導教官が留学生に望む日本語力
調査4)により、留学生の指導・教育経験のある教官からそれぞれの留学生(述べ69人)の日
本語能力を判定してもらった。(表5で各科名の下の内は回答の対象とされた留学生数)
「生活面で不自由を感じないjとする指導教官が91%、さらにその中で「教育研究面でも十分」
とするケースが42%もあり、留学生自身の側で「授業などでほとんど問題がないJとする者が2
人 (7%)しかいない5のと比較すると大差である。指導教官が留学生の実態を把握していないのか、
留学生の方が深刻に考えすぎて自信をもつことができないでいるのか、さらなる分析が必要である.
2 )留学生のニーズ で述べた。
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く表5> 指導教官からみた留学生の日本語能力
|闘学¥生¥所属日骨本、語力
生活面十分 生活面十分 生活面不自由 全て不自由
教育・研究面十分 教育・研究面不自由 教育・研究面十分
機械工学 30% 70% O O 
(10人)
電子工学 25% 75% O O 
(7人)
情報工学 45% 36% 9% 9% 
(1 1人)
生物化学 64% 36% O O 
(I 1人)
応用物理 62% 23% 15% O 
(13人)
計 42% 49% 4.5% 4.5% 
(6 9人)
L一一一一一
<表6>は指導教官が留学生に求める日本語力の程度を示したものである.全体数 19 2 (複数
回答である)のうち、「日常生活に困らない程度Jというのは 1O. 9 %で、一方「論文が書けるま
でJというのは9. 3 %だけである@、これも留学生自身の方では「論文を日本語で書く予定jとし
ているものが63%もある6のと大差である。ここでも留学生自身と指導教官の認識に大きなずれが
ある。
<表6> 指導する留学生はどの程度の日本語力が必要か(複数回答)
論文が書ける 9. 3 % 専門書が読める 1 7. 2 % 
ゼミで論議に参加する 17. 2 % 講義を理解する 10. 9 % 
講義のノートがとれる 1 4. 1 % 実験の手順がわかる 10. 9 % 
日常生活に困らない程度 10. 9 % 英語ができればよい 5. 7 % 
4)教育・指導の際の配慮
2 )留学生のニーズ で述べた。
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実際の指導場面で指導教官は留学生に対して何らかの配慮をするかを尋ねたところ、「日本語を
はっきり、ゆっくり話すように配慮をするJ教官が半数近く (45.8%)にのぼった。「何も意識
しない」教官も 10. 8 %を占める.しかし教科書や資料については<表7>のように81. 8 % 
が「日本人だけの場合と同じものを使用するj としており留学生に配慮することは少ない。留学生
は日本人学生の日本語についていける日本語力が必要とされることになる o rすべて英語のものを
利用するj というケースは日本人にもすべて英語にしているケースも含まれ、留学生に対する配慮
とは一概にはいえない.
<表7> 指導・教育時の教科書、資料について
日本人だけの場合と同じ 81， 8 % I場合により日本人学生とは異なるもの 10. 6 % 
意識的に日本語のみのもの 1. 5 % Iすべて英語のもの 4. 5 % 
4 r工業日本語特論演習』の授業に対する要望
調査3)で受講者に『工業日本語特論演習Jの授業への要望を尋ねた結果、文法的な説明の増加
を要望するものが、 28人中 13人 (46.2%)もいた。文法事項の説明がある教科書の使用を
要望するものも 8人 (28. 6%)いる。つまり文法志向の授業を望む留学生が多いということで
ある。
文法事項は重要であり、文法中心の文型積み上げ方式の言語教育は伝統的な教授法
(Krashenl981、田中 1988)として定着している.しかし文法項目を並べて提供するだけでは使
える言語能力は身につかない.文法項目を文を成り立たせる素材と考えると、初級レベルでは素材
の提供、中級レベルでは素材の拡充、上級レベルでは素材の整理、まとめが行われる段階となる(市
川 1995)。本コースは受講者の多数が中級レベルであることからも素材の提供の段階ではなく、拡
充して使用する段階のコースであるべきだと考えられる。しかも専門分野の研究を第 1義とする大
学院生にとって日本語の学習に費やせる時間は限られている。<表 7>で示したように実際は日本
人学生と同様に教育活動がなされているわけであるから、現場で使える日本語力を効率的に身につ
ける必要がある。そして指導教官の望む日本語力は<表6>で示したようにゼミで論議に参加でき、
専門書が読める日本語力であることを念頭におかなければならない.
5 コースデザインの作成に向けて
<表3>でも示したように読解に対する留学生自身の要望は大きい.また漢字の読みの力の増強
が必要であることも 2) 留学生のニーズ で論じた.よって本コースには読解技能習得という大
目標をおく.文法事項の確認、拡充は競解には必須であるし、読解では漢字の読み方も習得される.
テキストは工学系、理科系の論文で内容があまり専門的細部に言及しないものを選ぶ.そのテキス
トの朗読、口頭での質疑応答は、聴く力や話す力の養成にもつながる.また要旨を書いたり内容に
関する質問に筆記で答えることにより、作文力を養うこともできる.つまり読解をしながら他の能
力もつくようなカリキュラムを組めることになる.
具体的には
1 r化学と工業JrNewtonJ r工業教育Jなどの掲載論文からテキストを作成する.工学研究
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科の各学科それぞれの分野に関する論文を順番に選択して、偏らないようにする。
2 予めテキストとテキスト中の2級程度の漢字と語葉のリストを配布する。(予習用の宿題)
3 授業中はテキストの日本語母語話者の朗読を聞かせ、その後に続けて 1文ずつ音読をさせる。
漢字の読みやイントネーションの確認をすることになる。
4 内容についての質問に答えさせる.段落毎の要旨を言わせたり、意見の発表もさせる.
5 4 を各自確認するため、プリントした問題や作文を宿題として与え、翌週提出させる。
6 教師が宿題等を添削して返却する.解答や作文の中にあった誤用例をまとめてプリントし、
それを訂正させることにより文法事項や読解事項の確認をする。
うえの 1から 6を採り入れた授業を試みているが、答えさせると助詞の誤用や二重否定文、照応
関係、接続関係の誤用や非用が特に目立つ.また要旨を書かせると本文を丸写しする学生もいる.
文法知識、語葉、作文力の不足も一因であろうが読解が不充分であるともいえる.
理工系の論文を迅速に正確に読解する訓練をすることによって、効率的にさまざまな技能習得が
でき、工学部大学院生にとって重要であるレポートや論文を書くことに必要な日本語力が養成され
ることになる。不足している必要な日本語能力を習得させるのが日本語教育の目的であるが、この
コースデザインに基づいた授業による成果については次稿にゆずる.
6 おわりに
対話をしていると流暢に話せる学生に、論文を読ませると、漢字のところでつまるだけでなく、
プツンプツンととぎれてさっぱり意味が通じなかったり、書かせると単文を並べるだけの未熟な文
で何がいいたいのかわからないという留学生がみられる.対話では聞き手の手助けを得たり聞き手
の推論に委ねたり、非言語的な手段を用いて意志疎通をはかることができ、それができれば日常生
活に支障はないだろう。しかし研究をするために文献を読み、デイスカッションをし、論文を書くと
いう活動が必要な大学院留学生にはそれなりの言語能力が必要である.本報告では大学院留学を成
功させるために必要な日本語力のニーズを留学生自身とその指導教官双方から調査し、そのニーズ
に最適と考えられる読解力養成に主眼をおいて作成したコースデザインについて報告した.
実験などで時間にしばられる大学院工学研究科の留学生にとって、自分のペースで自分のニーズ
に見合った日本語学習ができるように、授業で使用するテキストの朗読、漢字の読みや読解の問題
練習ができる音声付CAIの開発がなされれば、復習時はもちろん授業をミスした場合の手当てと
しても利用できる。宿題の答えや作文をワープロで打ちこめば教師が画面で添削し次の授業を待た
ないで返却し、訂正や書きな直しをさせたり質疑応答という双方向の効率的な指導、学習もできる。
より効果のあがる日本語教育をめざしたコースデザイン、カリキュラム作成を今後の課題としたい。
謝辞:本稿に引用したアンケート調査にご協力くださった工学部の教官各位並びに留学生のみな
さんに心より御礼申し上げます。
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資料
本稿中引用した調査で使用したアンケート項目のうち本稿に関連している部分のみ掲載する。
調査1)アンケート (rプロフィール調査J)
氏名 専攻 年齢 国籍 学費 在日年数 福井大学入学動機
1 日本語以外の外国語能力 2 これまでの日本語学習期間、教育機関、教材
3 漢字についての能力(r意味がわかる漢字数、競める漢字数、書ける漢字数J)
く各 r0 ，50，100，200，300，500，1000，2000以上Jの択一式>
4 r教材は何を主体にしたものを希望するか.J(r続解、作文、聴解、会話Jく択一式>)
5 最も不足している日本語能力(r続解、作文、聴解、会話」く択一式>)
6 困っていること
調査2)日本語テスト
r2級能力鼠験練習問題J1996 r日本語ジャーナルJ4月...1月号(アルク)等から一部転載し
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てテスト問題を作成漢字、語輩、文法、読解Jの4技能に分けて点数化(各 25点満点)， テストの実施、
各人の技能別正当率(各技能の得点725)を算出、の手順での調査
調査3)アンケート
1専門の授業やゼミについて
1言葉についての問題く選択式>
2授業内容の難易く選択式〉
3学位論文の使用言語く択一式>
2この授業「工業日本語特論演習Jに対する要望く選択式〉
選択肢「文法説明のある教科書の使用J
「文法的な解説の増加J
「作文中心の捜業J
fもっとやさしい文を教材にj
「もっとむずかしい論文を教材にJ
「工学関係より日本文化や時事問題についての文を教材にJ
「受講者数が多いので2グループに分割して隔週の受講形態に」
『宿題を多くして単位数を倍の 2単位にJ
「英語の解説をもっとJ
調査4) アンケート(r外国人学生指導・教育に関してJ)
1 指導学生の身分、日本語能力、望まれる日本語能力の程度、英語力、基礎学力く各選択式>
2 留学生指導時の配慮、使用教科書や資料の言語面の配慮く各選択式>
3 日本語教育にどんなことを要望されますか.J
4 留学生指導全般にわたりご意見ご要望がありましたらお願いします.J
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